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（〒514－8611）

津市西丸之内２３番１号

氏　　名 津市　太郎

電　　話　059-229-3187

１　交付申請額 円

３　関係書類

４　添付書類

　（１）木造住宅耐震診断報告書（判定書含）の写し

　（２）住所が確認できる書類

　（３）耐震補強計画判定書（特定非営利活動法人三重県木造住宅耐震促進協議会

　　　　の判定会又は複数の耐震診断者による判定を受けたものに限る。）の写し

　（４）耐震補強工事等に要する経費の見積書等の写し

　（５）その他市長が必要と認めるもの

　（６）補助金代理請求及び受領予定届出書

　 ※(６)については、補助金の請求及び受領を工事業者に委任する予定の場合

令和５年度　木造住宅耐震補強事業補助金交付申請書

　（あて先）津市長　　

住　　所

　令和５年度において津市木造住宅耐震補強事業を実施したいので、津市補助金

等交付規則第３条の規定により、木造住宅耐震補強事業補助金の交付について、

次のとおり関係書類を添えて申請します。

令和○年○○月○○日

１，2００，０００

第１号様式

    木造住宅の地震に対する安全性の向上を図ることにより、地震に強いまち

    づくりにつながる

    事業計画概要及び収支予算書　　

    裏面記載のとおり

２　補助事業の目的及び効果

記入例

工事後の評点が

１．０以上となる場合
※自署の場合は押印不要

※記名又は代筆の場合は

押印が必要



　津市

㎡

円

円

円

円

円

円

円

円

自己資金 総工事費

補助金
（ｱ）＋（ｲ）（ｱ）＋（ｲ）

（ｱ）＋（ｲ）（ｃ）＋（ｇ）

3,350,000

1,200,000

令和５年度　津市木造住宅耐震補強事業の事業計画概要及び収支予算書

事

業

計

画

概

要

対
象
住
宅
の
概
要

住 宅 の 所 在 地

住 宅 の 種 類 専用住宅(　　　　)・併用住宅･共同住宅･長屋住宅

 交 付 申 請 額 ＝ (ｱ) ＋ (ｲ) 1,200,000

　昭和４６年４月

階 数

※ ・(d)の額が50万円を超える場合は、50万円とする。
　　　ただし、令和2年度以前に耐震補強計画事業補助金の交付を受けている
　　　場合は、(d)の額が60万円を超える場合は、60万円とする。
　 ・(e)の額が「×2/5」のときに50万円を超える場合は、50万円とする。
　「×11.5％」のときに41万1,000円を超える場合は、41万1,000円とする。
　 ・(ｱ)の額が(b)の額を超える場合は、(b)の額とする。
   ・(ｲ)の額が20万円を超える場合は、20万円とする。
　 ・(d)、(e)、(ｲ)の額の算出については、その額に1,000円未満の端数
　　　が生じたときは、これを切り捨てた額とする。

耐
震
補
強
工
事
概
要

補 強 工 事 前 の 評 点 0.35 補 強 工 事 後 の 評 点 1.15

耐震補強工事予定期間 令和○年○月○○日 ～ 令和○年○月○○日

(a) 工 事 監 理 に 要 す る 費 用 100,000

(b) 耐震補強工事に要する費用

建 築 年 月 日

3,650,000

(c)　小計　＝　(a)　＋　(b) 3,750,000

(d)※　＝　(c)　×　２／３ 500,000

２階 延べ床面積

併用住宅の場合：併用住宅の居住の用に供する部分以外の面積 ㎡

(ｱ)※　　＝　(d)　＋　(e) 1,000,000

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
　
　
　
　
概
要

リ フ ォ ー ム 工 事 部 分
台所のシステムキッチン改修

リビング・和室のクロス張替    

リフォーム工事予定期間 令和○年○月○○日 ～ 令和○年○月○○日

(g)リフォーム工事に要する費用 800,000

(ｲ)※　＝　(g)　×　１／３ 200,000

金　　額
市 費
充 当 額

円 円 円

収 入 の 部 支 出 の 部

1,200,000

4,550,000 1,200,000

円

項目及び内容 金　　額
市 費
充 当 額

項目及び内容

500,000 円(e)※　＝　(b)
 × ２／５　　□

 × １１.５％ □

 上記、住宅の所在地に

居住している　・　居住していない（居住予定時期　　年　　月）

西丸之内２３－１

123.45

合　　　　計 4,550,000 1,200,000 合　　　　計 4,550,000 1,200,000

千円未満切捨


